
ブロイラu肉質改善に関する試験＊  

軍鶏の利用と保存に関する試験  

殿内正芳・清水幸次・永田信一  

として白色ロック（WR）．白色コオニγシュロ肛C）．  

軍冠ロードアイラソドレッド（S．R）種など60  

羽を使用した．   

雛 軍鶏の育成調査用151羽．交雑試験の育  

成調査用282羽．  

2．飼養管理 飼料は一般市販飼料を用い，全期  

間不断給餌とした．給与飼料と給与期間は蓑1の  

とおりである．  

ま え が き  

47年度まで軍鶏の産卵性，庭内性等を調査し  

て来たが，48年慶から，篤としての基本調査と  

他の鶏種との交雑試験を実施したので報告する．  

試験材料および方法   

1．供試鶏 普通軍鶏雄17羽雌81羽，交雑用  

表l．給与飼料および給与期間  

飼 料 表 示 成 分  
飼料区分  給与期間  

粗蛋白質  粕脂肪  粗繊維  粗灰分  総差分  

幼すう用 6遇まで 20．01逢  
中  〝  14  17．0  

大 ／／  30  ′′  14．0  

成 幾 用  31i型以降 14．0  
ブロイラー  
幼すう用 4遇まで 20・0以上  

ブロイラー用  5遇以降 18．0   

％  
3．0  5．0  ％           8．0   
3．0  5．0  8，0   

3－5  2．3  6．5   

3．5  2．3  6．5   

3．0  5，0  8．0  

％  ％   

飼養は成鶏，育成ともに手飼方式で，一般管現．  

衛生などは当場の慣行に従った．成鶏は雄1雌5  

を基準として収容した．蜘に対しては48年はマ  

レックワクチソを接種した．成鶏は9月以降ケ←  

ジ飼育にした．交雑雛のブロイラー発育調査の育  

成は立体背離器を使用し，4遇まで幼雛用飼料を  

使用し，以確はブロイラー後期飼料を給与した．  

3．期間 産卵期間 47年12月1日～48年  

11月30日に至る365日間．   

育成期間 48年4月－5月に餌付以降26遇  

＊総合助成試験  

齢～30遇齢．   

ブロイラー発育調査 48年5月25日－10  

月12日の20週齢．  

4．調査項目   

成鶏 産卵状態，卵垂，体重，飼料摂取量，就  

巣状況，ふ化成横，疾病．   

育成 育成率，体亀 飼料摂取量，と殺解体調  

査などである．  

試験結果および考察   

1．産卵鶏の成績   
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り）産卵状況   

産卵調査鶏は47年4月14日，5月5日，19  

日のふ化鶏であってその他成熟状況は表2のとおり  

であった＿  

表2．性成熟状況  

初産日齢の最長は329日，毅ま引ま211軋  

卵垂の最大は53g．最小は40g．体重の最大  

は3・1kg，最小は2・1短で，各項目ともに個体差  

が大きく．日鵬の長期が卵重，体賓の増大にかな  

らずしも同調していなかった．   

産卵数と卵環の月別の状況は表3のとおりであ  

って，産卵数は年間平均86．1薗，産卵率23．6  

％で，3月－4月が産卵のピークであるがその産  

卵率は40％台であった．産卵重量は秋期の寡産  

期に至って50g台になった．  

▲一  
扇義  ふ 化 日   日 齢 卵 重 体 窮  

47・4・14 18羽 288・7日 47・1g 2．678g   
5 5  23  278．0  45．4  2．639   

519   20   255．5  45．5  2，750  

61  273．7  45．9  2．686  

衷3．産卵数と卵重の月別変化   

調香終了鶏における，産卵教の最高は156箇．  

原状は20阻 平均105簡であった．卵重は  

55．5gが最高で一 最低は44．1gで平均51．3  

gであった．  

（2）就巣性発現の状況   

48年は暖冬であったためか就巣鶏の発生が早  

く2月より現われ以降次斯こ多くなった．9月以  

降はケージに移動したために就巣の判断が不明確  
となったので10月以降は一応無就親鶏とした．  

就巣釈の発生状況は表4のとおりである．  

表4．月別就巣幾の発生状況  

項日 月  12 1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11平均   

就 巣 鶏  一一  －  1  10  1／1 23  33  31  20  20  －  － 12．7   

発 生 率   －  1．5 16．7 286 53．5 78．6 81．6 556 58．β  －  －  25．8   

無就巣鶏  81 79  65  5D  35  20  9   7  16 14  32  32 36．7   

発 生 率  10〔〉 100 98．5 83．3 714 46．5 21．4 18．4 44．4 41．2100 100 74．2   

計   81 79 （う6  60  49  43  42  38  36  34  32  32 ∠19．3  

81羽のうち41羽が就巣し，就巣性未発現で  

死亡したもの39羽で．無就巣の鶏はl羽であっ  

た．  

（3）鍵廉状況   

疾病による死亡は白血病が多く，次いで尻つつ  

きが多かったが．淘汰鶏中に1羽の無在鶏が存在  

した．月別の病類別死亡淘汰発生状況は表5のと  

おりである．   
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表5．成鶏の病類別月別発生状況   

体重は4月を頂点として，前後が低下しており， 分布は表6のとおりである．  

年間平均体重は2，586gであった．その月別の  

蓑6．体 真の月 別の分 布  

月別 1Z 】   2  3  4  5  6  7  8  9 1（111 平均  
体重g2．4152．553乙7382・6782，7672．6002，6242，5852．4162，5222郎32．5062，586  

指数 93  99 106 104 107 1（）l】O1100  97  98 104  97 100  

（4）飼料の摂取量と要求率  文例年にない高温の夏期であったことも食欲を不   

飼料の摂取量は春季の産卵期に多く．6～7月  振にしたものと思われる．1日1羽当り月別平均  

には極度に低下し年平均摂取量は113gとなっ  飼料の摂取量は表7  

た．これiま6～7月に就巣層が多数発現したため  

衰7▲1日l羽当り飼料摂取愚（g）  

月 別  12 1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 平均  
摂取景 107 133 135 137129 105 96  84 120 107 101 95 113   

飼料の要求率は年間で9，768で，月別では4  の増加による産卵数の減少により要求率が悪くな  

月が6．1で，12月～1月は産卵が不揃いである  っている．月別の飼料摂取嵐 産卵量，要求率は  

ために棲めて悪く，また10月～11月は休廃鶏  蓑8のとおりである．  

衷8．飼料摂取亀 産卵量，要求率  

月 別  】2   1  2  3  I  5  昏  S  や  l【）  ll  言‡   

捌摘座  26日  27ミ） 27汚  2亡Il‡  209  い17  122  102  138  】1】 1〔15   91  2．116   

産卵徴晦  1一い10 1l．おR 2日5ごう3 ′】2．309 3月163 2127B 】5990 13ノ19t） 2l．750 レl978 9047 1067  216609   

要求革  2：15．2  23．5   94   6，3   61  6，り   76   76   6．3   74  11．6  853  9．768  
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侍）ふ化成績   

軍鶏のふ化は春期Z回実施した．その成績は襲  

9のとおりで成績は良くなかった．  

表9．軍 鶏 の ふ 化 成 績  

区 分  入卵 数  ■ 無．精   中  止   死ごもり   ふ  化   雌 数  蛙 数  琶溺    数  率  敷  率  数  率  教  率   
第1回  25訂  5ぎ  20．汐  5訂  20．許   ケ 43  16．許  11r  42．許  5名‾  5『  53．㌔   
第2回  467  142  30．5  74  15－8  53  11．3  198  42，4  102  96  60．9   

計  726  194  26．8  127  17．5  96  13．2  309  42＿6  158  151  58．l  

ブロイラー発育調査用の軍鶏雌にWC．WR．  

S．R堆の交配種卵とWC堆とWR雌の交配種卵の  

ふ化成精は衰10のとおりである．  

表10．交配種卵のふ化成梼  

交配別  
雄×雌   

W．C x シャそ  189  35  18．5  6  3．2  30  15．9  118  62．4  55  63  76．6   

WR x シイモ  167  111  66－5  7  4．2  皿  6．5  38  22．8  23  15   67．8   

S．R x シ十モ  88  7  8．0  3  3．4  17  19．3  61  69．3  29  32  75．3   

WC x WR  250  122  48．8  9  3．6  42  16．8  77  30．8  44  33  60．2  

WR雄を軍鶏雌に交配したものと，W．C堆をW  

R雌に交配したものが授精状況が棲めて悪い状態  

であったがその原因は明らかでない．  

2．育成成績  

‥）育成状況   

軍鶏の育成は育雛箱を使用して平面飼育を行な  
った．10遇齢で雄は平均約900g，胎粥716  

gであって，飼料要求率はそれぞれ，3．599，  

3，746であった．雄は全期間に雌より良い発育  

を示した．育成率は良く，この原因はマレプク病  

の予防接種によりその発生が予防出来たことと，  

コクシヂウム症の発生による死亡汰淘が少なかっ  
たこと，4適齢以降の競合（闘争）による死亡汰  

淘が撮めて少なかったためと思われる．育成成績  

を表示すれば蓑11のとおりである＿  

表11．軍 鶏 の 育 成成績  

性別  〆訂、＼、き呵  ■  十   
肩  衣  車    さ7〇                   丁8 2     戸l什叫1】  
れ5～刃   甚 平   均    97ユ   之ZDI                            J．885】  

鮒間増体窄  123（  

姻［l州闇罵  2 71   17：Ⅰ7   2512  ：）ユ6 2  

■                                                                                                             郎  通≠欄体重  lH8R  ｝776  6062  8694 】一¢邑ワ  l．35ユ5 152丁：          16 2787（  

lUl羽1 別間  rト．7                           7少n  

ウ～】削れ j礼拝  】11I烏        ，】326 2．D2：】n ｝I290 4tnル○ ゝ♭ポ18 7〔21日 S2720 p？Z員  

●＋  †十   印】r；】   巳．ごボ0  271∃J                                                  昌IS1  

守雄 ヰ   地相   ー                        ■         l  十  十  十    70埠    郁付時窮  
針リ6ノ〉〉   休  ヤ    たf   †15d  831                      15・l：弓】 2．い一打l  

馴和郎川  26（3               】412   一肌さ                       166  
耶1噌休止  【7串7  

■                                                                                                          ◆            慮甘l■化¢  6 β4∴                   155 】3t〉51 l．さ】l（  

§一i町Ll  

「↓け1ヽ ｛中  lト1   2S¢31 3l    t¢74 il】ボ0 ¢5ユS2 丁  
◆十 II   玖・司  Jソ爪2                73tl？  も了け5  

伊 慮＊   ｛●  1弓1了  
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（2）健康状態   

育成期の健梼状態を雄雌別にその死亡汰淘の原  
因についてみると，経では2遇までに死亡した餌  

付不良と，30遇における，址をつつき出血させ  

る→種の悪癖によると思われ，雌では6～8遇の  

コクシヂウム症と4i堅齢における発育不良鶏であ  

る．雌にも址をつつく悪癖が発生した．これを適  

齢別に表示すれば蓑12のとおりである．  

蓑12．雄雌別適齢別病類別蓑  

性別  病名   握劉  2   
4  6   8  10  12  14  16  18  20  30   計   率   

餌 付 不 良   6  －  

一  一   －   －   －  －   －   －  

6   30，0  

コク シヂウム   －   －   1  2  －  －  －  －  －  －  －   3   15．0  

祉  曲   －   －   －   －   3  －  －  【  －  －  －   3   15．0  

闘  争   －  －  一  一  －  ←  2  一  一  －   
姓  

2   10．0  

白   血   症   ー   ー   ー   ー   ー   ー   ー   ー   2  －  －   2   10，0  

址 つ つ き   －   －   －   －   

一   一   一   一   
－   －   4   4   20．0  

計   6   0   1   2   3   0   0   2   2   0   4   20  100  

率   30．0 －   5．0 10．015．0 －   － 10．010．0 － 20．0  100  

餌 付 不 良   1   －  －  －   

【   －  －   ¶   一  －   －   3．6  

圧  死   
－  

3  －  －   －   －  －   －   －  

一   一   3   10．7  

発 育 不 良   
－  

5  －   －   1  －   －   

Ⅶ  －   －   －   5   17．9  

フ グ シヂウム   ‾   ‾   3   8   一   －   －   一   
－   －   39．3  

雌  脚  曲   一   －   －   －   3  －  －  －  一  一  －   3   10．7  

祉  曲   ー   ー   ー   ー   ー   1   一   
－   2  －  －   2   7．1  

址 つ つ き   －   －   －   －   －   －   

一   一   几   
－   3   3   10．7  

計   1   8   3   8   3   0   0   0   2   0   3   28  100  

率   3．6 28．610．7 28．610．7 －   
－   1  7．1  － 10．7  100  

12遇，鮒ま14凰 WRx軍鶏の艶 雄共に14  

週齢で2通約－4遇齢の開きがあった．しかし体  

重の測定を1遇おきに実施したので毎週測定すれぼ  

1邁短い状態で1】短に達していたと思われる．   

育成率はS．Rの交配雛で雄雌共に約97％で良  

く．WRの交配雛の雌が30．4％，WCの交配雛  

の娩が60，3男；と悪かった．その原因は明らかで  

はないが症状としては脚が曲るもの，破行状態を  

示す脚弱様症状で死亡大は淘汰された＿   

飼料要求率は対照区とWCの交配雛の雌が2以  

下であったが他の区は3以上であった．ブロイラ  

ー鶏種に比較すると交雑雛は飼料の摂取量が少な  
く約80～67％程度で体重も小さく，約73－51  

％であって，3種類の交雑烈の内ではWCの交雑  

種が良かった．表13，14のとおりである．   

3．ブロイラー育成成績   

軍鶏とブロイラー鶏種などとの1代交配雛をブ  

ロイラー用として可能性があるかを知るべく，今  

回は軍鶏雌にWC，WR，SR種の堆を交配して，  

その交配雛の育成調査を試みた．対照にはWC経  

とW．R雌の交配離を使用したが，ふ卵成綬が悪か  

ったために各区所定羽数を得ることができなかっ  
た．育成はバタリープルダー温源付に4週間，以  

降廃湿し，ケージに収容した．解体調査は12適  

齢以降に実施し併せて食味調査を試みた．  

（1）育成成横   

ブロイラー幾程と対比することが本来無理なこ  
とではあるが，11啄以上に達した週齢は対照区の  

堆は8遇，雌で10遇齢であったがWCx軍鶏の  

碓は10遇齢．雌は12掛軌 S．Rx軍鶏の雄は  
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表13．10適齢における各区の比較  

56  

区脊    匡   W二CxWR 指数  WCxシゝモ 指数  WRxシャモ 指数  SRxシナモ 指数  備考   
8  1．620．0 100  1，021．Z  63－0  769．7   47．5  830，2   51．2  

平均体重                        9  1，255．2 100  917．0  73．1  761，4   60．7  791．7   63．1  
8  3，7′17．3 100  2．987．6  79．7  2，508．8  66．9  乙730．0  72．9  

飼料摂取量                      9  3，483′4 100  2．611．0  75．0  2．380．4  68．3  乙416．4  69．4  
占  2．372  10（）  3．013 127．0  3．392 143．0  3▼422 144．3  

飼料要求率                    9  2．870  100  2．946 102．6  3．258 113．2  3．178 110．7  
8   73＿7  100  60．3   82．3  SO．0  109．1  96．9  132．2  

育 成 率                        ？   77．1  100  85．5 110．9  30．4   39，4  96．6  125．3  

．8   8  100   10  125．0   14  175．0   12  150．0  

j9   10  100   】2  120．0   14  140．0  14   140．0  

表14－1．育成成績表（体重）  

積層    項   目  餌 付 時  2  10   12   t ▲l   16  

平 均 休 航  40．2  

対  81．0  176．3  3 9 00  1ト1｝  4 8 08  dl173  53【12  さイ Z5  24 りり   

牌  娩  累 蹟 増 体  8■l．0  26Uつ  6 5 付ユ  Ll19．¢  】．5丁98  l．997t  2．5 2 73  3．D6 S鳥  ユー3∪＝虹8   

匠   野上間仁増巨体∴翠  30＝R p  Zll．り  2 2 98  1t）汽0  139丁  12S．8  1Z6り  12】，  1r）77  

果 隕増俸串  30暴9  7 q 7 5  l717 7  乙R85．I  4．029．9  5．0679  6．366角  7．7 ユ¢さ  肖33ユ3   

30羽   933ノ  8 6．7  7 3 3    732  7 00  7 00  7 ロバl  6ヨa  
WC  

8   朋 間I陀 仏  

架鋏1廿体  5】67   

■   32l2   

9   県椚僧体堵  32l2  T 2D7  1．SOl7  2．24 70  3．け216  S．＄19ら  d－iTl2  4，67」8  乳8∵ココ∴  
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（2）健康状儲   

育成時の健康状態は4遡までは餌付不良．発育  

不良が主であった．対照区，WCの交雑雛．WR  

の交雑雛に脚弱症が発生し特に6i室以降に多くな  

った．その症状は脚がねじれ破行状態となるもの  

が主で10週以降では骨型自血症かと思われるも  

のも脚部症の中に含めた．全区の死亡淘汰教は89  

羽でその6n．7％が脚弱であり，この脚弱54羽  

の35．2％がWC交配の堆群で，24％がW．R交  

配の雌群であった．S．R交配群は発生が少なかっ  

たが品種差とも，飼料による影響ともその原因は  

判明しなかった．適齢別の死亡淘汰の病類別は褒  

15のとおりである．   
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表15 遇 齢 別病類別 衷  

種別  皇病   顆    2遇  4   6   8  1（） 12  14  16  18   計   指   数   
餌付不良   2  2   10．5  

8                                                  脚   

弱   2   4  1  1   8   14．8  

W.C 計   2   2   4   0   0   1   0   0   1  10  
×  

餌付不良   5  5   26．3  
WR  

9                                                  脚   

弱   2  1  1  4   74  

計   5   0   2   0   1  1   0   0   0   9   

餌付不良   5  5   26．3  

圧   死   5  5   100  

発育不良   4  4   57．l  

WC   脚  弱   8   2  】  2  1   5  19   35．2   

×  
8  2   2  4   100  

づ／  

ヤ  計   10  4   8   2  1  4   2  1  5  37  

モ  餌付不良   2  2   10，5  

発育不良   2  2   28．6  

9                                                                                             脚   

弱   4  4   7．4  

計   2   2   4   0   0   0   0   0   0   8   

餌付不良   2  2   10．5  

8                                               脚   

弱   1  1   1．9  
W.R 

×  計   2   0  1  0   0   0   0   0   0   3  

シ  餌付不良   3  3   】5．9   

ヤ  発育不良   1  1   14．3  
モ  

？                                                                                             脚   

弱   7   4  1  1 13   24．0  

計   3  1  7   4  1  0   0   0  1 17   

脚  弱   1  l   1．9   

S．R  8                                              ×  計   0  1   0   0   0   0   0   0   0  1  
シ  
ヤ  

？   

脚  弱   1  1  2   4   74   

モ  計   0  〔）  1  0   0  1  0   0   2   4   
餌付不良   19  19   100  

圧   死   5  5   100  

発育不良   7  7   100  

計  脚   弱   3   27   6   3   5  1   9   54   100  

尻つつき   2   2  4   100  

計   24 10  27  fi  3   7   2  1  9  89  

指   数  27．0   7．2  30．3 tl．7   3．4   7．9   2．2  1．1  10．2 100   

（3）解体成約  

10遇齢より2週毎に5軋 平均体重に近い個  

体を選定して雌雄各2羽解体し平均値を買出した．   

週齢における各区の順位は常に一定しているわ  
けではないが，10ま軋12i割こおける撞の枝肉  

歩留は対照区，試験区1，2，3の暇であるが，  

精肉歩留は骨の歩留の関連で骨最の多い方が肉乗  
の低下を来たして，順位は同じではない．雌の枝  

肉歩凰 精肉歩留共に試験1区が悪く．対照吼  

試験区2，3．1の順で雄の場合と異なった．解  

体成約は表16のとおりである．   
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表18．適 齢別解体成耗蓑  
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（4）食味感応調香   

10適齢．14適齢の解体調査時に約3cmZの  

肉片を．薄い塩味と鯨油味に焼いたものと煮たも  

のを鶏種別に皿に盛り記号をl－4までとして，  

l回の食味後鳳の位置を変えて食味し，その好ま  

しいものの数を調べてみた，初回と2回では同じ  

肉に対して好ましい投票数が異なり一定の傾向は  
みられなかった．風味の差が感じられるかの設問  

に対しては自信ある解答はなく．風味に相当の善  

がないかぎり判定は難かしく，又柔かい，硬いの  

差が食味の息応に影響するとすれば，同一遇齢で  

あるために柔礫をかみわけることが出来ずに判然  
とした結果が得がたいのか，いずれにせよ食味感  

応調査は困難であった．  

要  約   

1．47年腱と同様に軍鶏について産卵性につい  

て調香すると共に軍鶏との交配聯をブロイラーと  
して育成調査．解体調査などを行なった．  

2．産卵性は48年鮭鶏は年間平均86凧 産卵  

率24％と47年度と同様であったが，平均即事  

は50Fに適せず低い状熊であった．年間産卵調  

杏終了≠引こついてみれば般高丁 56胤 最低20  

個平均105爛と平均個数は多くなったがこれは  

割合に産卵していた個体が生存していた結果であ  
る．  

3．性成熟状況は47年度と比較すると日齢で．  

273・7日で18日長くなり，卵垂は45・ggで  

3．7g小さく体重は2，686gで110g大きく  

なった．  

4．就巣状況は47年度より1ケ月早く，2月か  

ら始まり7月には最高8Z％が就巣し．47年よ  

り増加した．  

5．飼料の摂取暴は最高の月が3月で137g，最  

低は7月のR4gで平均113gと摂取量が低下した．  

これは就巣鶏の多発で1羽当摂取量が低下したた  

めでしたがって47年に比較して要求率が良くなった．  

6一 睡康状熊 疾病による死亡は白血病が多く54  

％を占めている．この傾向はd7年も同様であった，  

雌は平均体重が3kgに達した月かなく，総体的にや  

や′ト格の状態であった．  

7．ふ化成績 軍鶏のふ化は授精率73．3％，中  

止率17．5％，ふ化率42．6％と良い状態ではなか＝た．  

ブロイラm用に交雑したものも，WR堆と軍矧隠  

＼隼C雄とWR雌の交配は授精が悪かった．  

乱 育成 47年の軍租の育成期における死因の  

主たるものが白血病様症状のものであったことか  
ら48年はマレプク病の予防接種を実施した泉●潤．  

このように症状疾病の発生が】敷減し約4％であっ  

た．闘争による死亡淘汰した数は16遇までに2  

羽発生したのみであった，これの原因を考えてみ  

ると47年は育成期に35～48．5％の死因となっ  

ていることから．性格が慮く，闘争性に富んだ個  

体が自然淘汰され，又雌でも群飼が出来ず個別飼  

育をしていた個体からは雛を取らなかったなど，  

自然と人為的な両面から淘汰を受けて性格の激し  
さ（闘争性）が減少したものと思われる．しかし  

悪癖の－・種かと思われる批つつきや，脚や址の曲  

った脚弱が47年よりやや多く発生した．育成率  

は向上し3n遇齢で雄63．6％，雌70．8％であ  

ったが発育体蕪は47年と大蒜なかった．  

9．ブロイラー発育成照 軍鶏を母系とし父系に  

WC，WR．SRを供用し，対照区としてWC排  

×WR雌のプロイラ「専用種を傾用した．発育体  

重は専用種とは比較にならない程の善がある．1  

短に達するに専用種雄は行凰雌は10遇で，WC  

雑雄は10週雌は12凰 WR雑雄雌ともに14  

凰 S．R難敵ま12週，雌は14週であった．育  

成率は雄雌ともにS．R難が約97％で良く，WR  

雑の雌が最低で30％であった．WC雅雄は約60  

％．専用権は雄約73％．雌77％であった．育  

成串の悪い区の原因は脚弱であった．飼料効率は  

専用種は雄2．4雌2．9で，試験区はWC雑が最も  

良く雄3．0雌2．9，WR雑とS▲R雑ははぼ同様で，  

雄3．4雌3．2であった．  

10，解体成穎10i国齢の枝肉歩留は経では専用線  

WC絶S．R純WR雑の順で雌で†瓢R祷，専用種S．  

R艶WC難となり雄雌の間は同じ傾向ではなかった．精  

肉の歩留は雄では枝肉歩何と同じ順序であったが，雌で  

は専用楓 WR難，S．R雑．WC雑の順であった．  

11．食味感応調査 良い成果を得られなかった．  

食味感官は不安定のものの様にも怖じられよほど  
の差がないと判断し得ないように思えた．   


